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2  滝沢市における意識調査及び分析の現状 
滝沢市の「令和 2 年度滝沢地域社会に関するアンケート調査」4の概要を表 1 に⽰す。 
 
表 1 令和 2 年度滝沢地域社会に関するアンケート調査の概要 







3 本研究のデータ分析においては、IBM 社の統計ソフトウェア「SPSS Statistics 28」を⽤いた。 
4 アンケートの正式名称は「令和 2 年度滝沢地域社会に関するアンケート調査」であるが、市⺠へのわか
りやすさという観点から通称として「たきざわ幸福実感アンケート」という名称を使⽤しており、報告書
も同様に「たきざわ幸福実感アンケート報告書」としている。 






















各設問の概要を表 2 に⽰す。 
 
表 2 令和 2 年度滝沢地域社会に関するアンケート調査における各設問の概要 

















































3-2 問 1 に関する因⼦分析 
満⾜度について、全 45 問を対象とした因⼦分析を⾏う。⽅法としては、カイザーガット




4   分析結果 
4-1 満⾜度の分析結果 
分析の結果、8 因⼦が抽出された。因⼦分析の結果を表 3 に、因⼦間相関を表 4 に⽰す。 
第１因⼦は、⽣活における安全安⼼に関する項⽬に対する負荷量が⾼く、「暮らしの安⼼」
因⼦とした。第 2 因⼦は、仕事や産業に関する項⽬で負荷量が⾼く、「仕事」因⼦とした。















表 3 満⾜度に関する因⼦分析の結果 
 




「つながり・活動」が 0.627 と⾼かった。同様に「仕事」に対しては「地域づくり」が 0.634、
「つながり・活動」が 0.679、「⼦ども・⼦育て」が 0.565 と⾼くなっていた。「地域づくり」
に対しては「つながり・活動」が 0.694、「⼦ども・⼦育て」が 0.579 と⾼くなっていた。





















交通の便がよく、移動がしやすい 0.715 0.005 0.010 -0.104 -0.018 -0.029 0.021 0.008 -0.035
老後が不安なく暮らせる 0.689 0.063 0.181 0.170 0.057 -0.085 -0.073 -0.067 -0.410
交通安全が保たれている 0.619 -0.219 0.008 -0.016 0.115 0.007 0.185 0.072 -0.046
子ども達が不安なく暮らせる 0.614 0.094 0.198 0.072 -0.164 0.015 0.135 -0.008 -0.259
市役所の仕事は信頼できる 0.533 -0.024 0.037 0.136 0.037 -0.024 0.048 -0.008 0.069
急病の時に病院に行きやすい 0.488 -0.026 0.255 -0.068 0.085 -0.008 0.138 -0.030 0.017
必要な情報がわかりやすく伝わる 0.468 0.075 -0.123 0.023 0.360 0.116 -0.165 -0.064 0.131
子ども達が生き生きとしている 0.443 0.012 -0.083 -0.090 0.111 -0.028 0.333 0.062 0.124
市に犯罪がない 0.293 0.045 0.222 0.112 0.013 -0.018 0.058 0.039 -0.171
みんなが自分のやりたい仕事ができる 0.022 0.810 0.011 -0.021 0.080 -0.065 -0.028 -0.058 -0.071
農業の担い手がいる 0.049 0.661 -0.167 0.054 0.053 -0.033 0.066 -0.001 -0.084
働く場がある -0.068 0.599 0.277 -0.066 -0.073 0.066 -0.054 0.027 0.081
市の特色を活かした産業がある -0.141 0.559 0.047 0.040 -0.087 0.367 -0.001 0.021 0.025
子育てしながらでも安心して働くことができる 0.195 0.495 -0.195 -0.097 0.008 0.018 0.301 -0.002 -0.003
地域や世代を超えて市全体がつながっている 0.107 0.364 0.016 0.186 0.269 -0.007 -0.092 -0.034 0.025
心身ともに元気で暮らせる 0.271 0.123 0.758 -0.068 0.025 -0.008 -0.086 0.033 -0.360
家族がお互いに支えあっている -0.107 -0.022 0.627 -0.004 0.023 0.040 0.017 0.036 -0.120
ずっと住みたいと思える市である 0.272 0.021 0.594 -0.089 -0.097 0.040 -0.004 0.047 0.114
かかりつけの病院がある 0.017 -0.136 0.498 0.013 0.139 0.113 0.021 -0.013 -0.028
自分の夢の実現のために取り組むことができる -0.073 0.267 0.340 0.251 0.048 -0.074 0.114 -0.038 0.121
ボランティアやＮＰＯ活動が活発である 0.062 0.059 -0.086 0.703 0.047 0.022 0.036 -0.033 -0.127
みんなで地域の夢の実現のために取り組むことができる 0.297 0.112 -0.202 0.662 -0.166 -0.010 -0.097 0.091 0.069
自然環境に配慮する取り組みが行われている -0.022 0.082 0.068 0.628 -0.280 0.116 -0.076 0.186 0.085
地域の中に支え合う仕組みがある -0.028 -0.086 0.121 0.598 0.175 0.055 0.040 -0.014 -0.090
地域に安心できる防災の仕組みがある 0.282 -0.134 -0.056 0.526 0.100 0.000 -0.053 0.024 -0.011
一人ひとりの個性が尊重されている 0.372 0.112 -0.091 0.398 0.070 -0.070 0.050 -0.102 -0.115
高齢者が自ら率先して活躍している -0.258 -0.062 0.318 0.391 0.230 0.015 0.125 0.023 0.016
自ら学んだり、取り組める環境がある 0.012 0.051 0.203 0.301 0.243 -0.038 0.097 -0.059 0.166
人々が集まり活動できる場所がある 0.175 -0.101 -0.020 -0.045 0.682 0.039 -0.016 0.075 -0.017
同じ目的を持った人との交流がある -0.110 0.164 0.236 0.028 0.563 -0.037 -0.050 -0.024 0.028
地域間での交流がある 0.265 0.140 -0.127 0.029 0.557 -0.074 -0.092 0.009 -0.020
スポーツに親しむ機会がある -0.050 0.176 0.052 0.006 0.471 -0.040 0.164 0.109 -0.084
必要なときに欲しい情報が得られる 0.117 0.200 0.241 -0.145 0.439 0.078 -0.122 0.014 0.130
健康や介護などを学べる「場」がある 0.060 -0.135 0.014 0.375 0.392 0.003 0.072 -0.003 -0.031
隣り近所とのつきあいがある 0.156 -0.066 0.102 0.175 0.244 0.059 -0.028 0.001 -0.175
伝統・文化が受け継がれている -0.160 0.016 0.173 0.036 -0.014 0.781 0.152 -0.091 0.042
チャグチャグ馬コの知名度が活かされている 0.098 -0.070 0.191 0.105 -0.015 0.473 -0.029 -0.055 0.119
伝統・文化や芸術に親しむ機会がある 0.158 -0.008 -0.180 0.076 0.370 0.456 0.002 0.002 -0.083
地場産品が広く販売されている 0.129 0.290 -0.107 -0.049 0.095 0.391 -0.018 0.125 -0.068
安心して子育てができる 0.336 -0.068 0.096 0.001 -0.203 0.110 0.676 -0.043 0.032
放課後の子どもの居場所がある 0.151 0.050 -0.027 0.013 -0.009 0.044 0.627 0.027 -0.026
地域と学校との間で交流がある -0.130 0.230 0.013 -0.046 0.278 0.028 0.409 0.045 0.080
子ども達の体力・学力が向上している 0.149 0.299 -0.157 0.140 0.055 -0.079 0.336 -0.047 0.104
自然とふれあえる環境がある 0.084 0.028 0.030 0.018 0.049 -0.056 0.009 0.776 -0.015
市に豊かな自然がたくさん残されている -0.081 -0.077 0.087 0.109 0.114 -0.061 0.009 0.661 0.040
固有値 15.249 3.173 1.74 1.567 1.424 1.209 1.116 1.017 1.008
因子寄与率（％） 33.886 7.051 3.866 3.482 3.164 2.687 2.481 2.26 2.239

























































①暮らしの安心因子 1.000 0.651 0.090 0.613 0.627 0.394 0.474 0.310 0.277
②仕事因子 0.651 1.000 0.045 0.634 0.679 0.397 0.565 0.171 0.214
③健康福祉因子 0.090 0.045 1.000 0.288 0.142 0.176 0.225 0.255 0.421
④地域づくり因子 0.613 0.634 0.288 1.000 0.694 0.365 0.582 0.309 0.223
⑤つながり・活動因子 0.627 0.679 0.142 0.694 1.000 0.474 0.579 0.221 0.194
⑥地域の誇り因子 0.394 0.397 0.176 0.365 0.474 1.000 0.267 0.437 0.160
⑦子ども子育て因子 0.474 0.565 0.225 0.582 0.579 0.267 1.000 0.171 0.135
⑧自然環境因子 0.310 0.171 0.255 0.309 0.221 0.437 0.171 1.000 0.109































































0.314 0.022 -0.191 -0.015
②仕事因子
**
0.401 0.159 -0.132 -0.199
③健康福祉因子
**
-0.449 -0.183 0.014 0.333
④地域づくり因子
**
0.163 0.000 -0.172 0.058
⑤つながり・活動因子
**
0.227 0.070 -0.227 0.009
⑥地域の誇り因子 0.127 0.059 -0.055 -0.052
⑦子ども子育て因子
**
0.155 0.137 -0.178 -0.049




表 7 各因⼦の因⼦得点に対する職種別平均値 
出典：筆者作成。 
 






































** 0.005 0.002 0.289 -0.024 0.054 0.576 -0.162
②仕事因子
** 0.091 0.073 0.465 0.059 -0.156 0.830 -0.313
③健康福祉因子
** 0.239 -0.120 -0.174 0.017 0.037 -0.320 0.196
④地域づくり因子
** -0.011 -0.043 0.238 -0.016 0.078 0.644 -0.092
⑤つながり・活動因子
** -0.022 -0.051 0.324 -0.009 0.041 0.666 -0.097
⑥地域の誇り因子
* -0.022 0.029 0.203 -0.004 0.035 0.359 -0.148
⑦子ども子育て因子
** 0.104 -0.001 0.276 0.040 -0.058 0.602 -0.164
⑧自然環境因子














0.235 0.109 -0.090 -0.056 -0.013
②仕事因子 0.126 0.204 -0.020 -0.005 -0.056
③健康福祉因子
**
-0.422 -0.160 -0.057 -0.003 0.171
④地域づくり因子 -0.021 0.076 -0.031 -0.021 0.023
⑤つながり・活動因子 -0.026 0.202 -0.004 -0.051 0.005
⑥地域の誇り因子
**
-0.025 0.327 0.072 -0.001 -0.082
⑦子ども子育て因子 -0.166 0.086 0.094 -0.069 0.029
⑧自然環境因子
**














表 9 各因⼦の因⼦得点に対する居住地別平均値 
出典：筆者作成。 
 
5   考察及び今後の課題 
5-1  考察 
結果を踏まえ、考察を⾏う。 
本研究における結果として、滝沢市における市⺠意識調査に対し因⼦分析を⽤いること

































* -0.228 0.248 0.129 0.451 -0.006 0.020 0.004 -0.191
②仕事因子 -0.070 0.068 -0.024 0.951 -0.008 -0.052 0.061 0.044
③健康福祉因子 -0.032 0.310 0.077 0.155 0.004 -0.037 -0.052 -0.149
④地域づくり因子
† 0.070 0.295 0.033 0.877 -0.009 -0.041 -0.057 -0.056
⑤つながり・活動因子
† -0.002 0.291 0.033 0.761 0.022 -0.192 -0.036 -0.034
⑥地域の誇り因子 -0.130 0.094 0.075 0.308 0.048 -0.012 -0.058 -0.027
⑦子ども子育て因子
** -0.109 0.361 0.107 0.531 -0.104 0.120 -0.012 0.041
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